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. は じ め に
2005年より2008年にかけて PC（パーソナルコンピュータ）実習授業をサポートするツールを作成し授
業に試用してみた。詳細については過去の紀要を参照して頂きたい。
2009年度春期に過去のツールを組み合わせ，そのツールから得られたデータを視覚化するツールを作
成し授業に試用してみた。今回はその結果，今後の課題の報告を行いたい。ツールの目的は学生の理解度
を的確に把握することである。
. 授 業 の 概 要
PC 実習授業のため，全員，PC 端末を使用して授業を受ける。授業は90分で，約 3 分説明，約 3 分実
習を12回程繰り返すという形式である。説明の時は，CAI の全送信という機能を使用し，先生の画面を
学生の PC の画面に表示する。この時，学生は PC の操作ができずに先生の画面を見ている状態となる。
画面を見せながらマイクで説明しながら実際に操作を行う。これが説明部分で約 3 分程である。説明が
終わったら同じ操作をしてもらう。これが実習部分で約 3 分程である。
各回の説明，実習が終わった直後に，各学生のおおよその理解度を確認し，その理解度に合わせて，授
業の難易や速度を調整したい。そのための情報を得る方法を考え，実践してみた。
. チ ャ ッ ト
過去（2008年）に学生からのフィードバックを得るために，理解度別のボタンを操作してもらう，リ
アルタイムアンケートツールなどで授業を行ってみた。それなりの効果はあったが，授業中に欲しい情報
を変えるなどの柔軟性にかけているように思えた。
そこで今年は，これも過去（2006年）に別の目的で作成したものであるが，チャットを使うことにし
た。チャットは各学生の PC に図 1 のようなウィンドウがあり，下部のテキスト行に文字を入力すると全
ての学生と先生の PC の上部のテキストエリアに入力した文字を表示するというものである。またログフ
ァイルには入力時間も記録される。
. キ ャ プ チ ャ
去年（2008年），キャプチャというツールを作成し，利用方法などを来年以降に考えたいと述べたが，
今回，利用することにした。キャプチャは先生の PC でキャプチャボタンをクリックすると，クリックし
た時点の全ての学生と先生の PC 上に表示されている画面を画像ファイルとして保存するというものであ
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図 チャットツールの画面
図 キャプチャツールで取得した画像ファイルの一覧
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る。図 2 のようにキャプチャした日時と学生を識別する ID をファイル名にするようにした。
. 各ツールの使用方法と使用結果
前章までに説明したチャットのログ情報とキャプチャの画像情報を見易く表示するためのデータ可視化
ツールを今回，新たに作成した。
授業の流れに合わせて各ツールの使用方法を説明する。
―  ―
図 チャットツールの運用事例
図 可視化ツールのデータ表示
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1 CAI の全送信で作業の内容を説明。1 回の説明は 3 分くらい。
2 説明通りに作業してもらう。こちらも概ね 3 分くらい。
3 作業が終わったらチャットで報告してもらう。
4 半分以上の学生から報告があった時点でキャプチャ。
5 上記と同じことを12回くらい繰り返す。
6 授業が終わった後，データ可視化ツールで授業の効果などを検討する。
チャットで報告して下さいと先生に言われたら，学生は以下の 1, 2,
3 のいずれかの半角の数字を 1 つだけ入力する。
1問題無くできたまたは理解できた。
2何とかできたまたは理解できたがきつかった。
3できなかったまたは理解できなかった。
そうすると，図 3 のように各自のチャットの画面に，他の学生がど
のように答えたかが表示される。もちろん先生の画面にも表示される。
その情報を見て先生は次の説明の難易や速度を決める。
毎回，画面のキャプチャを行うのは実際にその時点でどこまで進んでいるかを確認するためである。前
述の図 2 の画面のファイルはファイルサーバに保存されており，授業中に先生はもちろん全ての学生が
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図 可視化ツールのファイルリスト
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確認できる。
図 4 をもとに可視化ツールについて説明する。
 学生の氏名 課題提出状況
図 4に Jenzabar の課題提出状況のデータが表示される。私の授業では授業毎に授業の感想などのフ
ァイルを提出してもらい，そのファイルの提出をもって出席としている。この学生は15回全て既なので
出席率100である。
背景として表示されている Excel の画像が画面のキャプチャ結果である。画面のキャプチャ結果など
の表示するべきファイルは矢印カーソルで前のもの次のものなどを選択できるが，図 5 のようなファイ
ルリストからも選択できるようにした。
この学生の場合は出席率100で課題ファイルなどの提出率も100であるが，ファイルリストを一瞥
しただけで課題提出率などの様々な情報が分かる。
また，閲覧する学生も矢印カーソルで変更できるが，図 6 のような学生リストからも選択できるよう
にした。学生リストには学生の課題提出状況なども表示するようにした。
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図 可視化ツールの学生リスト
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 授業毎に提出してもらっている感想などのファイルが図 4に表示される。
 図 4 について説明する。
赤棒 前回の説明開始から今回の説明開始までの時間。
緑棒 余裕 学生が 1 と報告した時間。
青棒 何とか 学生が 2 と報告した時間。
黒棒 まずい 学生が 3 と報告した時間。
赤棒と赤棒の間は報告した学生分の棒のスペース。
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経過時間では無い。
何番目に報告したかどうかだいたい分かる。
報告までにかかった時間は棒の長さで分かる。
破線はメモリで 1 分を表す。
1 行目 授業開始からの経過時間。
2 行目 chat で返答した学生数。
3 行目 キャプチャした時間（授業開始からの経過時間で表示）。
赤棒の長さが説明の長さをあらわしており，この学生の場合，赤棒が長い時に報告がぎりぎりとなり，
何とかついてこられたという青棒になっている。また，後半，まずいという黒棒が 2 本あらわれている
が，最後は余裕の緑棒になっている。
. 今後の課題など
今回，授業中に閲覧するにも授業後に検討するにも便利なデータを収集できた。授業後の可視化を工夫
することにより学生の学習状況をデータを一瞥しただけで確認できた。
であるが，今回は可視化のみで終わってしまい，収集したデータの解析までは行えなかった。そのため
来年度以降はデータの解析について考えてみたい。また報告できる機会があれば報告したい。
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